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　各会計の決算状況と採決の結果 （1万円未満切り捨て）

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
1313
日
か
ら

日
か
ら
2020
日
ま
で
、

日
ま
で
、

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
日
繰
り
上
げ
て

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
日
繰
り
上
げ
て

1919
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成

　

平
成
2424
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
職

年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
職

員
給
与
の
減
額
に
伴
う
臨
時
特
例
条
例
、
税
条
例

員
給
与
の
減
額
に
伴
う
臨
時
特
例
条
例
、
税
条
例

の
改
正
、
延
滞
金
徴
収
条
例
の
改
正
、
財
産
の
取

の
改
正
、
延
滞
金
徴
収
条
例
の
改
正
、
財
産
の
取

得
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
）
の
ほ
か
、

得
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
）
の
ほ
か
、

追
加
提
出
さ
れ
た
教
育
委
員
２
名
の
任
命
な
ど

追
加
提
出
さ
れ
た
教
育
委
員
２
名
の
任
命
な
ど
2323

の
議
案
と
報
告
１
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

の
議
案
と
報
告
１
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
、
町
公
民
館
改

　

一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
、
町
公
民
館
改

修
計
画
・
人
口
減
少
対
策
な
ど

修
計
画
・
人
口
減
少
対
策
な
ど
1111
問
に
論
戦
を
展

問
に
論
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

開
し
ま
し
た
。

５千万５千万のの成果成果をを認定認定
９
月
定
例
会

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 採決の結果
一　般　会　計 46億9,317万円 43億 1,710万円 認定（10対１）

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険  　7億 1,605万円  　6億 5,483万円 認定（10対1）
簡 易 水 道        9,379万円        9,165万円 認定（全員賛成）
農業集落排水事業     　 7,546万円      　7,155万円 認定（全員賛成）
林業集落排水事業    　  2,699万円  　    2,636万円 認定（全員賛成）
介 護 保 険  　5億 8,760万円  5億 7,188万円 認定（10対１）
後期高齢者医療 　　　 5,668万円     　 5,664万円 認定（10対１）
合　　　計 62億4,974万円 57億 9,000万円
前 年 対 比 100.0％ 96.9％
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中
長
期
的
な
財
政
計
画
に

　
　
　
　
　

基
づ
く
行
政
経
営
を

監
査
委
員　

薄　

井　

憲　

一

監
査
委
員　

佐　

藤　

弘　

信

　

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計

と
も
黒
字
決
算
と
な
り
、
財

政
調
整
期
金
及
び
文
教
厚
生

施
設
等
整
備
基
金
に
合
わ
せ

て
３
億
６
４
７
８
万
円
の
積

み
増
し
が
さ
れ
た
が
、
町
公

民
館
の
改
修
事
業
や
町
民
第

一
体
育
館
の
改
築
な
ど
、
多

額
の
事
業
費
を
要
す
る
計
画

が
あ
る
の
で
、
中
長
期
的
な

財
政
計
画
・
運
営
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

額
は
５
２
７
３
万
円
と
な
つ

て
い
る
が
、
２
４
年
度
は
法

定
外
と
な
る
２
０
０
０
万
円

の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

滞
納
額
の
増
加
は
他
の
保
険

者
の
負
担
と
な
る
の
で
保
険

制
度
の
主
旨
に
鑑
み
滞
納
整

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総額総額62億62億平成24年度決算
一般・特別会計

　24年度一般会計　歳入の状況と歳出の性質別割合は !

　

決
算
審
査
意
見
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人件費 13.9％

国県支出金 14.5％

地方債 7.9％

その他 2.8％

扶助費 6.5％
繰出金 8.4％

積立金 10.4％

公債費
16.7％

建設事業費 15.8％建設事業費 15.8％

物件費 12.5％

補助費等
11.0％

災害復旧事業費 3.4％

その他 1.5％ その他 4.7％

（うち職員給8.3％）

そ 義

費経的資
投

務
的
経

費

の

他

経

費
43.7％

37.1％

19.2％

歳 入
46億
9,317万円

歳 出
43億
1,170万円

地方交付税 47.3％

74.4％

25.7％

町税 11.0％

繰越金 4.8％

使用料等 1.0％

繰入金 6.1％

依

自
主
財
源

存

財 

源 



討討
論論

討討
論論

そ
の
他
の
議
案
は

そ
の
他
の
議
案
は

そ
の
他
の
議
案
は

そ
の
他
の
議
案
は
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徴
税
等
の
未
納
額
が

　
　
　

９
８
０
０
万
円
あ
る

が
、
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

滞
納
額
の
整
理
・
減

　
　
　

少
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

一
部
損
壊
住
宅
等
修

　
　
　

繕
工
事
補
助
金
の
対

象
と
な
る
家
屋
は
全
て
実
施

さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

保
険
給
付
費
の
不
要

　
　
　

額
３
０
０
９
万
円
は

通
常
の
範
囲
か
。

　
　
　

予
算
の
不
要
額
に
つ

　
　
　

い
て
は
医
療
費
の
動

向
に
よ
り
、
年
度
ご
と
に
異

な
り
ま
す
。

　
　
　

施
工
期
間
を
延
長
し

　
　
　

て
２
６
３
戸
が
実
施

し
ま
し
た
。

　
　
　

小
中
学
校
の
再
度
の

　
　
　

除
染
作
業
は
必
要
な

い
の
か
。

　
　
　

除
染
作
業
後
の
モ
ニ

　
　
　

タ
リ
ン
グ
値
は
基
準

値
以
下
で
あ
り
、
実
施
の
予

定
は
な
い
。

　

職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

　

諸
収
入
金
に
対
す
る
延
滞
金
徴
収
条
例
の
改
正

　

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
購
入
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
第
２
次
補
正
予
算

QQ

QQ

QQ

QQ AAA

AAA

AAAAAA （
質
疑
の
一
部
を
掲
載
）

抜粋

（
質
疑
の
一
部
を
掲
載
）

採
決
賛
成
賛
成
88

反
対
３
可
決

採
決
全
員
賛
成

全
員
賛
成可

決

採
決
全
員
賛
成

全
員
賛
成可

決

採
決
全
員
賛
成

全
員
賛
成可

決

採
決
賛
成
賛
成
1010

反
対
１
認
定

採
決
賛
成
賛
成
1010

反
対
１
認
定

　
　
　
　
　

除
染
対
応
・
大

原
橋
架
替
え
問
題
な
ど
に
加

え
て
、
雇
用
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
設
置
、
専
従
職
員
の

配
置
も
さ
れ
ず
、
町
民
の
要

望
に
応
え
て
い
な
い
も
の
が

多
く
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

当
初
予
算
で
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
有

資
格
者
証
の
交
付
世
帯
も
増

加
す
る
な
ど
、
被
保
険
者
の

負
担
が
増
え
て
お
り
反
対
し

ま
す
。

　

職
員
の
給
与
を
国
家
公
務

員
に
準
じ
て
10
月
か
ら
４
ヶ

月
間
減
額
す
る
た
め
の
条
例

制
定
。

市
中
金
利
の
低
下
に
よ
る
地

方
税
法
の
改
正
に
伴
い
延
滞

金
の
利
率
を
14
・
６
％
か
ら

９
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
に
改
正

す
る
も
の
。

　

第
２
分
団
第
２
部
上
山
上

区
に
配
備
す
る
消
防
小
型
ポ

ン
プ
付
積
載
車
を
購
入
す
る

た
め
、
指
名
競
争
入
札
を
実

施
し
た
結
果
９
２
４
万
円
で

　

三
株
山
頂
・
越
代
の
桜
公

園
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置

や
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
牧
柵

補
助
金
な
ど
１
億
５
１
０
４

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
40
億
２
９
８
７
万
７

矢や

内な
い

忠た
だ

徳の
り

さ
ん
を
選
任

住
所　

鎌
田
字
沢

（
任
期
）
Ｈ
29
・
９
・
30
ま
で

鈴す
ず

木き　

茂し
げ
るさ

ん
を
再
任

住
所　

松
川
字
横
川

（
任
期
）
Ｈ
29
・
９
・
30
ま
で

千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

反
対
岡
部
淳
一
議
員

反
対
岡
部
淳
一
議
員

　
　
　
　
　

大
震
災
や
原
発

事
故
な
ど
諸
課
題
に
対
し
て

予
算
時
に
も
十
分
に
審
議
さ

れ
、
所
用
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

被
保
険
者
の
減

少
・
医
療
費
の
増
加
な
ど
厳

し
い
状
況
の
中
、
一
般
会
計

か
ら
繰
入
な
ど
必
要
な
措
置

は
行
わ
れ
て
お
り
賛
成
し
ま

す
。

賛
成
佐
川
勇
司
議
員

賛
成
佐
川
勇
司
議
員

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定
特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

㈱
磐
水
社
が
落
札
し
た
も
の
。

教 育 委 員 会
委員任命に同意

国
民
健
康
保
険
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税
金
使
用
料
の

滞
納
額

（単位）：万円

※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を
積み立て ( 積立基金 ) 又は定額の資金を運用するため
に設けられる資金 (運用基金 )又は財産です。

※算入率は、返還金の一部が後年に国から交付税として入ってくる割
り合いを示したものです。ですから100％は全額国で面倒みます
よということです。

会　　計　　別 未収入金の内訳

一　般　会　計

町　税　　　　　　　　　　　　　　3,059

保育料　　　　　　　　　　　　　　　304

住宅使用料　　　　　　　　　　　　　463

負担金・貸付料　　　　　　　　　　　  56

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 国民健康保険税　  　　　　　　　5,273

簡  易  水  道 水道使用料　　　　　　　　　　  　198

集 落 排 水 集落排水使用料　　　　　　　　　  300

介  護  保  険 介護保険料　　　　　　　　　　　  149

後 期 高 齢 者 保険料　　　　　　　　　　　　　　 16

合　　　計 9,818

区　　分 24年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 12億1,770万円 2,973万円

減 債 基 金 　732万円 △19,581万円

文教厚生施設等基金 14億   480万円 33,504万円

ふるさと創生基金 1億6,598万円 △1,850万円

さわやか福祉基金 1億5,425万円 0万円

計 29億5,005万円 △15,046万円

区　　分 24年度末残高 昨年度増減 算入率

一 般 公 共 事 業 債 65万円 △130万円 50％

公 営 住 宅 建 設 債 8,436万円 △1,617万円 0％

災 害 復 旧 事 業 債 2,812万円 △1,392万円 ～95％

教 育 福 祉 整 備 債 3,159万円 △947万円 ～70％

一 般 単 独 事 業 債 1億8,388万円 △4,973万円 ～50％

過 疎 対 策 事 業 債 15億5,676万円 △6,067万円 70％

辺 地 対 策 事 業 債 4億5,476万円 1,139万円 80％

財 源 対 策 債 2,031万円 △422万円 100％

臨 時 財 政 特 例 債 1,982万円 △510万円 100％

減 税 補 て ん 債 4,788万円 △1,169万円 100％

臨時税収補てん債 1,148万円 △270万円 100％

臨 時 財 政 対 策 債 14億4,458万円 △13,867万円 100％

計 38億8,419万円 △30,225万円

区　　分 24年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 0万円

優良雌牛導入事業基金 5,483万円 16万円

奨 学 基 金 6,674万円 38万円

計 2億2,157万円 54万円

貯金の種類借金の種類 (注 )借入金は元金です。これに年度末利子合計で
5,402 万円がプラスされます。 積 立 基 金

運 用 基 金

わが町の
　 貯金と借金

継続
公開

一般会計分
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改良工事が進む竹貫田いわき線 中学生サマースクール

緑
みどり

川
かわ

　栄
えい

一
いち

 議員

平
成
25
年
度
主
要
事
業
の
進
歩
は

一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

一般質問は、９月18日に行われ、６人の議員が11問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。（順不同）

　

平
成
25
年
度
も
５
ヶ
月
を

経
過
し
主
要
事
業
に
お
い
て

の
工
事
発
注
状
況
及
び
今
後

の
発
注
予
定
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

緑
川　

平
成
25
年
８
月
末
現

在
の
発
注
状
況
及
び
発
注
残

は
。

町
長　

今
年
度
の
主
要
事
業

に
お
け
る
工
事
は
、
23
件
あ

り
、
８
月
末
で
10
件
の
工
事

を
発
注
し
て
お
り
、
残
り
13

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月

か
ら
順
次
発
注
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

ま
す
。
安
全
面
を
考
慮
し
て

防
護
柵
等
の
設
置
を
行
う
と

緑
川　

平
成
25
年
度
に
お
け

る
入
札
不
調
件
数
は
。

町
長　

現
時
点
に
お
い
て
、

入
札
不
調
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

緑
川　

町
公
民
館
改
修
工
事

の
進
行
状
況
は
。

町
長　

現
在
、
平
面
図
を
も

と
に
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

緑
川　

越
代
の
サ
ク
ラ
公
園

整
備
の
進
行
状
況
は
。

町
長　

８
月
に
設
計
を
発
注

し
１
７
０
台
程
度
の
駐
車
場

の
整
備
、
舗
装
構
成
は
舗
装

施
工
法
便
覧
に
よ
り
設
計
し

と
も
に
第
19
回
サ
ク
ラ
祭
り

ま
で
に
は
完
了
予
定
で
す
。

町
長

工
事
に
お
い
て
は

　
　
　
　

10
件
発
注
、
13
件
残
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一 般 質 問

検診を受診する町民（健康管理センター）

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

町
民
の
健
康
維
持
増
進
を

　

近
年
、
生
活
環
境
や
食
生

活
の
変
化
に
よ
り
生
活
習
慣

病
の
増
加
と
若
年
化
が
進
み

疾
病
構
造
が
変
化
す
る
状
況

と
聞
き
ま
す
。
町
民
が
安
心

し
て
生
活
を
営
む
た
め
に
は

健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医

療
技
術
も
急
速
に
進
歩
し
て

い
る
中
、
い
か
に
病
気
を
早

期
発
見
す
る
か
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
町
の
検
診
事
業
推

進
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た

す
事
業
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
検
診
で
の
早
期
発
見
が

医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
り
、

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全

化
に
展
開
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
検
診
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

佐
川　

住
民
健
診
の
受
診
ま

で
の
流
れ
で
、
毎
年
最
初
に

行
う
意
向
調
査
の
結
果
を
特

定
健
康
診
査
対
象
者
に
も
生

か
し
、
区
長
配
布
の
改
善
は

ど
う
か
。

町
長　

住
民
健
診
の
意
向
調

査
時
に
特
定
健
康
診
査
の
意

向
調
査
を
併
せ
て
行
う
こ
と

に
よ
り
、
配
布
物
の
改
善
が

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
川　

住
民
検
診
の
中
で
毎

年
実
施
し
て
い
る
検
診
以
外

で
間
隔
的
に
実
施
し
て
い
る

検
診
は
何
か
。
そ
の
理
由
は
。

ま
た
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
継
続

と
対
象
検
診
枠
の
拡
大
は
ど

う
か
。

町
長　

乳
が
ん
検
診
は
、
厚

生
労
働
省
の
指
針
に
基
づ
き

２
年
に
１
回
の
受
診
と
し
て

ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
及
び
、
乳
が
ん

の
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
は
、

町
長　

今
年
度
は
結
果
的
に

14
名
の
方
が
オ
ー
バ
―
し
て

お
り
、
現
在
医
療
機
関
で
の

受
入
れ
が
可
能
か
ど
う
か
、

確
認
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

引
き
続
き
継
続
し
ま
す
。
対

象
枠
の
拡
大
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

佐
川　

ド
ッ
ク
受
診
に
つ
い

て
本
年
度
申
込
が
満
杯
に
な

り
希
望
待
機
者
（
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
）
10
数
名
の
人
が
受

診
し
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
と
聞
き
ま
す

が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
か
。

検
診
で
の
早
期
発
見
が
医
療

費
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

申
込
者
全
員
が
受
診
で
き
る

対
応
が
必
要
と
思
う
が
今
後

の
対
応
は
ど
う
か
。

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
待
機

者
が
で
な
い
よ
う
に
対
応
し

ま
す
。

町
長

検
診
の
促
進
を
図
る
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26年度開所に向け工事が進む幼保一体化施設

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

介
護
施
設
の
現
状
と
対
策
は

今
年
度
の
雪
道
対
策
は

現
行
の
幼
保
教
育
と

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
の
違
い
は

　

介
護
保
険
に
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
、
保
険
料
の
引
き

上
げ
と
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
が

現
在
の
状
況
で
す
。
こ
の
状

況
下
に
お
い
て
も
介
護
利
用

は
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
し
、
施
設
の
増

設
が
当
然
必
要
で
す
。
次
の

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

岡
部　

古
殿
町
の
入
所
待
機

者
の
推
移
は
。

町
長　

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
は
、
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
で
49
名
、
25
年
４

月
１
日
現
在
で
54
名
で
あ
り

石
川
福
祉
会
の
施
設
増
設
に

伴
い
７
名
が
入
所
し
、
９
月

10
日
現
在
の
待
機
者
は
50
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
部　

古
殿
町
で
増
設
出
来

な
か
っ
た
経
緯
は
。

町
長　

一
番
の
問
題
は
増
設

ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
た
め

と
聞
い
て
い
ま
す
。

岡
部　

今
後
、
古
殿
町
で
の

増
設
の
必
要
性
及
び
増
設
の

見
通
し
は
。

町
長　

こ
の
問
題
は
、
石
川

福
祉
会
で
の
協
議
と
な
り
ま

す
が
、
難
し
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

増
設
は
難
し
い

支
障
木
伐
採
に
継
続
的
に
取
り
組
む

基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
と

　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
せ
ん

岡
部　

前
年
度
の
対
応
の
中

か
ら
、
今
年
度
優
先
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
考
え
て

い
る
事
は
何
か
あ
る
か
。

町
長　

昨
年
と
同
様
に
、
迅

速
な
除
雪
作
業
の
体
制
を
整

え
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

路
線
に
対
し
て
、
特
別
に
取

岡
部　

６
月
議
会
で
認
定
こ

ど
も
園
と
の
名
称
で
答
弁
し

た
が
、
い
つ
の
時
点
で
認
定

さ
れ
た
の
か
。

町
長　

平
成
26
年
度
以
降
の

運
営
形
態
の
質
問
の
中
で
、

そ
の
よ
う
な
答
弁
を
し
た
ま

し
た
が
、
認
定
は
ま
だ
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

岡
部　

認
定
こ
ど
も
園
と
は

こ
れ
ま
で
の
幼
児
保
育
・
幼

児
教
育
と
何
が
違
う
の
か
。

町
長　

就
学
前
の
子
ど
も
に

保
育
と
教
育
を
提
供
す
る
機

能
及
び
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
を
行
う
機
能
を
有
し

た
施
設
を
言
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

り
組
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
状

況
は
あ
る
か
。

町
長　

道
路
の
日
照
確
保
の

た
め
の
支
障
木
伐
採
を
継
続

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

昨
年
導
入
し
た
融
雪
剤
散
布

機
を
積
極
的
に
活
用
し
、
交

通
の
安
全
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

岡
部　

運
営
体
制
は
基
本
的

に
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

26
年
度
の
基
本
的
な

運
営
体
制
は
、
現
在
の
保

育
所
・
幼
稚
園
と
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

岡
部　

給
食
の
体
制
は
ど
う

な
る
の
か
。

町
長　

施
設
内
調
理
の
方
向

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

質
問

の

•

大
原
小
跡
地
利
用
の
現

状
は

•

原
発
事
故
に
よ
る
対
応

策
と
考
え
方

•

企
業
支
援
に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
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一 般 質 問

越代のサクラ祭り

町営 池ノ内団地

楽しくジャンケンポーン

鈴
すず

木
き

　一
いち

郎
ろう

 議員

人
口
減
少
に
伴
う
町
の

　
　
　
　
　
　

活
性
化
対
策
は

　

町
の
人
口
は
少
子
高
齢
化

や
産
業
の
衰
退
な
ど
社
会
経

済
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

特
に
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
減
少
は
出
生
率
の
低
下
や

就
学
に
よ
り
著
し
い
も
の
が

あ
り
、
こ
の
傾
向
は
当
面
続

く
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
今

後
の
町
の
活
性
化
や
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
う
え
で
早

期
に
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
な
ど

町
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

鈴
木　

宅
地
造
成
等
居
住
環

境
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

町
長　

町
営
住
宅
長
寿
命
計

画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

鈴
木　

越
代
の
桜
祭
り
、
古

殿
八
幡
神
社
の
笠
懸
・
流
鏑

馬
な
ど
を
中
心
と
し
た
観
光

資
源
を
県
内
外
に
ど
の
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
イ

鈴
木　

若
者
世
代
の
定
住
化

に
向
け
町
が
行
っ
て
い
る
支

援
は
何
か
。

町
長　

若
者
世
代
の
子
育
て

支
援
と
し
て
18
歳
以
下
の
医

療
費
の
無
料
化
、
幼
稚
園
の

授
業
料
及
び
保
育
所
二
子
目

か
ら
の
無
料
化
、
小
中
学
生

の
学
校
関
係
行
事
・
大
会
参

加
に
か
か
る
経
費
の
全
額
町

負
担
の
ほ
か
、
定
住
化
の
た

め
の
支
援
と
し
て
は
、
木
材

住
宅
建
築
支
援
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
設
置
補
助
、
合
併

ベ
ン
ト
紹
介
の
ほ
か
町
が
加

盟
し
て
い
る
各
観
光
協
議
会

で
の
情
報
発
信
や
県
内
外
で

の
道
の
駅
な
ど
で
行
う
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
民
間
情
報
誌
へ
の

掲
載
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
い
ま
す
。

鈴
木　

郷
土
文
化
保
存
伝
習

施
設
の
利
用
状
況
は
。

町
長　

一
般
の
方
や
小
学
校

の
社
会
授
業
で
の
学
習
見
学

を
中
心
に
年
間
２
５
０
人
程

度
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

町
長

子
育
て
支
援
や
定
住
化
対
策
に

　
　
　
　
　

取
り
組
ん
で
い
ま
す
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

町
民
第
一
体
育
館
の
改
築
計
画
は

　

前
回
は
、
人
口
の
減
少
が

予
測
さ
れ
る
中
で
の
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、
公
共

施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
税

収
に
対
す
る
予
想
な
ど
の
基

本
的
考
え
方
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
人
口
減
少
や
税
の

減
収
な
ど
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本
を
踏
ま
え
た
具

体
的
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

高
木　

石
川
地
方
５
町
村
に

よ
る
公
の
施
設
の
相
互
利
用

高
木　

町
民
第
一
体
育
館
の

改
築
計
画
の
中
で
、
町
民
の

利
便
性
や
維
持
管
理
の
効
率

化
、
人
口
減
少
に
よ
る
需
要

の
推
移
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

予
測
し
、
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

教
育
長　

外
部
検
討
委
員
会

の
報
告
を
も
と
に
検
討
し
て

い
ま
す
。
町
人
口
の
減
少
と

と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口
も
減

に
関
す
る
協
議
の
目
的
は
。

町
長　

公
共
施
設
を
相
互
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
５
町
村
の
連
携
と
住
民

の
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を

図
り
住
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

高
木　

幼
保
一
体
化
施
設
建

設
に
伴
う
跡
地
の
利
活
用
計

画
は
。

町
長　

現
在
、
検
討
中
で
す
。

少
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
利
用
を

は
じ
め
と
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
、
体
力
維
持
の
た
め

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
各

行
政
区
の
運
動
会
な
ど
の
行

事
で
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
総
合
的
に
勘
案
し

検
討
し
て
い
ま
す
。

高
木　

町
民
第
一
体
育
館
及

び
町
公
民
館
の
改
修
計
画
が

同
時
に
計
画
さ
れ
て
い
る
が

２
施
設
の
総
合
的
検
討
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

町
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
公
民
館
の
役
割
に
沿

っ
た
施
設
の
改
修
、
町
民
第

一
体
育
館
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
現
在
地
で
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。
両
施
設
と
も
社

会
教
育
、
社
会
体
育
の
重
要

教
育
長

現
在
地
で
進
め
て
い
く
考
え
で
す

な
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
の

で
相
互
に
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
木　

地
域
社
会
の
推
移
を

想
定
し
た
、
政
治
的
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
町
長
の
基
本
的
ス

タ
ン
ス
の
考
え
方
は
。

町
長　

人
口
の
減
少
や
人
口

構
造
の
変
化
、
ま
た
住
民
生

活
な
ど
の
社
会
経
済
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
公
共
施
設

の
整
備
活
用
を
基
本
と
考
え

て
い
ま
す
。

現在地で改築計画が進む町民第１体育館

改修設計が進められている町公民館



竹貫地内　商店街

桑原地内　商店街
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

　

我
が
町
は
、
企
業
立
地
促

進
の
た
め
条
例
を
制
定
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
企
業
活
動
は
利
潤
の

追
求
と
社
会
貢
献
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
経
営
者
の
自
助
努

力
自
己
責
任
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
引
く
景

気
低
迷
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

雇
用
環
境
の
実
情
を
踏
ま
え

行
政
が
様
々
な
支
援
策
を
講

佐
藤　

公
有
財
産
の
譲
渡
に

よ
っ
て
操
業
さ
れ
た
場
合
、

す
べ
て
が
同
条
件
に
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
条
例
に
基
づ

く
支
援
と
の
兼
ね
合
い
に
つ

い
て
検
討
す
る
考
え
は
。

町
長　

普
通
財
産
と
し
て
の

譲
渡
処
分
や
条
例
に
基
づ
く

支
援
は
各
々
の
条
例
・
規
則

に
よ
り
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
か
ら
、
関
連
に
か
か
る
検

討
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ず
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
ま

す
。
こ
の
条
例
が
ど
う
企
業

活
動
に
生
か
さ
れ
企
業
支
援

の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い

て
、
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　

現
条
例
の
基
準
に
合

わ
せ
て
支
援
が
得
ら
れ
る
町

内
企
業
は
ど
の
程
度
予
想
さ

れ
る
の
か
。

町
長　

企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
方
針
が
あ
る
の
で
予

測
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

佐
藤　

町
内
企
業
の
多
数
を

占
め
る
小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
支
援
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

条
例
に
よ
る
企
業
支

援
は
、
新
規
雇
用
の
確
保
・

環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
て

行
う
も
の
で
、
要
件
を
満
た

さ
な
い
場
合
の
支
援
は
、
税

の
減
免
、
利
子
補
給
な
ど
現

行
制
度
に
よ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

田口地内　道の駅周辺

企
業
立
地
促
進
条
例
の
見
直
し
は

現
行
制
度
の
見
直
し
は

　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
い
な
い

町
長
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鮫
川
村
農
林
業
系
副
産
物

等
処
理
実
証
事
業
焼
却
施
設

を
視
察
調
査
し
、
環
境
省
担

当
者
か
ら
８
月
29
日
発
生
し

た
主
灰
コ
ン
ベ
ア
破
損
事
故

の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に

管
理
運
営
を
受
託
し
て
い
る

日
立
造
船
㈱
担
当
者
か
ら
焼

却
施
設
の
構
造
等
概
要
説
明

を
受
け
る
。

　

現
地
調
査
後
、
請
願
２
件

の
審
査
を
行
う
。

　

９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
大
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
18
号

に
よ
る
被
害
状
況
を
調
査
。
河
川
の
増
水
に
よ
る
床
下
浸
水
家
屋

な
ど
確
認
し
、
担
当
課
長
か
ら
課
題
等
の
説
明
を
受
け
る
。

常任委員会常任委員会のの活動活動
総 

務 

常 

任 

委 

員 

会

鮫
川
村
仮
設
焼
却
施
設
を
視
察
調
査

台風１８号関係被害状況を調査

産 業 建 設 常 任 委 員 会

山上字大竹地内 山上字小作地内

鮫川村仮設焼却施設
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追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

ここ数年出会いの集いも参加者が減少し開
催できないような状態だが、新たな打開策
はあるか。

結婚問題にどう取り組むのか結婚問題にどう取り組むのかテーマ

Q

町 長 答 弁

平成20年９月一般質問からQ

AA

その後のその後の
対応対応

平成22年度から、石川地方５町村が連携して婚活イベントを開催し
ています。現在までにカップル69組が成立し、結婚したカップルは
５組です。

 ５町村連携の婚活事業を検討協議します。

No.23

石川町赤羽地内の果樹園

石川町でのパーティー風景



　

　
　
　
　

 
　　　　

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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12月上旬
次回の
定例会議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

馬場平地蔵尊は、安産の信仰が厚い。ここで所蔵する
古い太鼓に天保13年（1842）の銘があるが、ジャン
ガラ念仏の伝来については明らかでない。
保存会の会員である踊り手は、太鼓2～3名と鉦5～6
名で、ともに浴衣に腰帯を締め、白の両たすきをして
背で蝶結びにし、手差し白足袋で麻裏草履を履き、豆
絞りの手拭いで鉢巻きをする。このほかに、はやしと
して笛2名がつく。
会長は同じ衣装ながら、手差しとたすきはせず、羽織
を着て弓張提灯を持つ。練習は、7月に入って会長が
決める。

殿
町
議
会

編
集
：
議
会
だ
よ

福
島

古
大
字

馬場平地蔵尊は、安産の信仰が厚い。ここで所蔵する
古い太鼓に天保13年（1842）の銘があるが、ジャン
ガラ念仏の伝来については明らかでない。

☆いつ頃どのような経緯で発足しましたか。☆いつ頃どのような経緯で発足しましたか。

保存会結成時は人数もいたのですが、近年若い方々
の人数も少ないため、伝統文化を保存することが難
しい状況です。

古
殿
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

保存会結成時は人数もいたのですが、近年
の人数も少ないため、伝統文化を保存する
しい状況です。

☆今後の課題はありますか？☆今後の課題はありますか？

①鉦よせ
②回向、回向は会長が祭壇又は仏壇に向かって一礼
し回向を唱える。
③雷くずし太鼓は、一段と激しくなり雷くずしは3回
ある。
④踊り

①鉦よせ
②回向、回向は会長が祭壇又は仏壇
し回向を唱える。

☆芸能の構成と内容。☆芸能の構成と内容。

馬場平地蔵尊の年３回の祭りに行われる祭日は、7月
の土用の丑の日と新盆8月14日それに8月23日であ
る。
土用の丑の日は、天道念仏といって太陽を念じ虫を
追い払って豊作を祈るため。
盆には、新盆の家も巡って供養として踊る。
8月23日は地蔵尊の縁日である。又は地区内外の各
種の催しに踊ることもある。

会長が

馬場平地蔵尊の年３回の祭りに行われる祭日は、
の土用の丑の日と新盆8月14日それに8月23日で
る。

☆どの様な活動をしていますか？☆どの様な活動をしていますか？

今回紹介しますのは 馬場平ジャンガラ念仏保存会 のみなさんです。今回紹介しますのは 馬場平ジャンガラ念仏保存会 のみなさんです。今回紹介しますのは 馬場平ジャンガラ念仏保存会 のみなさんです。

会　長　薄井　勝彦 さん

NO.16

☆芸能 構成と内容芸☆

うす い　　  かつひこ
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